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船舶事故調査報告書 

 

                            平成３０年１１月７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２９年１１月２４日 ０５時４５分ごろ 

発生場所 愛知県衣
きぬ

浦
うら

港 

 衣浦港西防波堤灯台から真方位２７０°８０ｍ付近 

（概位 北緯３４°４９．２′ 東経１３６°５６．２′） 

事故の概要 貨物船第一福
ふく

吉
よし

丸は、北進中、防波堤に衝突した。 

第一福吉丸は、船首部外板の凹損等を生じ、衣浦港の西防波堤は、

ケーソン上部のコンクリートの破損等を生じた。 

事故調査の経過 平成２９年１１月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 第一福吉丸、４９９トン 

１４２６３２、永目海運有限会社 

７６.１５ｍ×１２.００ｍ×７.３０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、平成２８年１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５８歳 

四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成２４年３月２３日 

    免 状 交 付 年 月 日  平成２９年１月１１日 

免状有効期間満了日 平成３４年３月２２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 船首部外板に亀裂を伴う凹損、バルバスバウに擦過傷を伴う凹

損 

防波堤 ケーソン上部のコンクリートに幅約４ｍの破損及びケーソン

に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

日出時刻：０６時３４分ごろ 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか４人が乗り組み、平成２９年１１月２３日１１時

２０分ごろ石炭約１,６００ｔを積載し、船首３.６ｍ、船尾４.８ｍ

の喫水で、衣浦港武豊地区に向けて阪神港を出港した。 

船長は、２４日０５時２０分ごろ一等航海士から引き継いで単独の
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船橋当直につき、針路を約３３４°（真方位、以下同じ。）に定め、

主機を回転数毎分（rpm）２５０とし、約１２ノット（kn）の速力

（対地速力、以下同じ。）で、衣浦港の東西防波堤間の港口に向かっ

て北北西進した。 

船長は、本船が衣浦港口灯浮標に並んだとき、自動操舵から手動操

舵に切り替え、減速して主機を２２０rpm とし、間もなく甲板上に錨

泊の準備に向かう乗組員１人を認め、甲板上が暗かったので、船橋の

左右舷側寄り及び上甲板上の両舷にある各投光器と前部マスト下部の

作業灯を点灯した。 

船長は、その後、西防波堤に向かっている状況下、双眼鏡を使い、

船首楼甲板で錨泊の準備作業に当たる乗組員の行動を確かめることに

注意を向けていた。 

船長は、視野内に白いものを認めて双眼鏡を外し、レーダー及びＧ

ＰＳプロッターで至近に迫った西防波堤に気付くとともに右舷船首方

に衣浦港西防波堤灯台の灯光を視認し、右舵をとったものの、すぐに

船体の損傷を少なくするために衝突箇所を正船首寄りにしようと考え

て左舵をとったところ、０５時４５分ごろ約１０.５kn の速力で、船

首部が西防波堤の岸壁線に対して約８０°の角度で衝突した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ ＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 船長は、１号レーダーを１海里（Ｍ）レンジ、２号レーダーを３Ｍ

レンジとし、ＧＰＳプロッターを南北間約６Ｍで表示させていた。 

 船長は、乗組員の行動を確かめることに注意を向け、衣浦港口灯浮

標から港口までの距離が短いことを忘れていたと本事故後に思った。 

本船は、夜明け前の入港であったので、港内に錨泊して荷役まで待

機する予定であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、夜間、衣浦港東西防波堤間の港口に向かう際、船長が、双

眼鏡を使い、甲板上で錨泊の準備作業を始めた乗組員の行動を確かめ

ることに注意を向け、港口との位置関係を確認していなかったことか

ら、東西防波堤間に向かう転針時機を失して西防波堤に向かう状態と

なり、同防波堤に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、衣浦港の東西防波堤間の港口に向かう

際、船長が、甲板上で錨泊の準備作業を始めた乗組員の行動を確かめ

ることに注意を向け、港口との位置関係を確認していなかったため、

東西防波堤間に向かう転針時機を失して西防波堤に向かう状態とな

り、同防波堤に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え
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られる。 

 ・夜間、狭い防波堤間の港口に向かう際は、レーダー、ＧＰＳプロ

ッター等により見張りを行って船位を確認しながら入航するこ

と。 

 ・視野が狭められる双眼鏡の使用は、できる限り短い時間とするこ

と。 
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付図１ 航行経路図 

 

                         

 

事故発生場所 

（平成２９年１１月

２４日０５時４５

分ごろ発生） 

衣浦港西防波堤灯台 

衣浦港東防波堤西灯台 

衣浦港口灯浮標 

衣 浦 港 港 界 
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付表１ ＡＩＳ記録（抜粋） 

 

【2017/11/24】 

時 刻 

（時：分：秒） 

船  位※  

対地針路 

（°） 

 

船首方位 

（°） 

 

対地速力 

（kn） 

北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

   5:39:07  034-48-14.7  136-56-46.7 334.6 334 12 

   5:39:18  034-48-16.7  136-56-45.6 334 334 12 

   5:39:19  034-48-16.7  136-56-45.6 334 334 12 

   5:39:28  034-48-18.3  136-56-44.6 333.9 334 11.9 

   5:39:37  034-48-20.1  136-56-43.6 333.5 333 11.8 

   5:39:47  034-48-21.8  136-56-42.5 333 333 11.8 

   5:40:07  034-48-25.3  136-56-40.3 331.4 331 11.6 

   5:40:18  034-48-27.2  136-56-39.1 331.4 331 11.6 

   5:40:28  034-48-28.7  136-56-38.0 331 331 11.6 

   5:40:37  034-48-30.4  136-56-36.9 330.6 331 11.5 

   5:40:47  034-48-32.0  136-56-35.8 330.6 331 11.3 

   5:41:07  034-48-35.4  136-56-33.5 331.3 332 11.3 

   5:41:17  034-48-37.0  136-56-32.5 331.8 333 11.3 

   5:41:28  034-48-38.7  136-56-31.4 332.4 334 11.2 

   5:41:37  034-48-40.4  136-56-30.4 333.3 335 11.2 

   5:41:47  034-48-42.1  136-56-29.4 334 335 11.1 

   5:41:58  034-48-43.9  136-56-28.3 335.5 336 11.1 

   5:42:07  034-48-45.5  136-56-27.5 335.5 336 11.1 

   5:42:17  034-48-47.2  136-56-26.6 335.5 336 11 

   5:42:28  034-48-49.0  136-56-25.6 336 336 11 

   5:42:47  034-48-52.2  136-56-23.8 335.7 336 11.1 

   5:42:58  034-48-54.1  136-56-22.9 335.6 336 11 

   5:43:09  034-48-55.7  136-56-21.9 335.3 336 10.9 

   5:43:17  034-48-57.2  136-56-21.1 335.5 336 10.9 

   5:43:28  034-48-59.1  136-56-20.1 335.8 335 10.9 

   5:43:37  034-49-00.6  136-56-19.3 334.2 337 10.9 

   5:43:47  034-49-02.2  136-56-18.4 337.1 338 10.9 

   5:43:58  034-49-04.1  136-56-17.5 337.3 339 10.9 

   5:44:09  034-49-05.8  136-56-16.6 339.6 342 10.8 

   5:44:17  034-49-07.3  136-56-16.0 342.3 344 10.9 

   5:44:27  034-49-08.8  136-56-15.4 343.5 348 10.8 

   5:44:32  034-49-09.7  136-56-15.1 346.8 349 10.7 

   5:44:34  034-49-10.2  136-56-14.9 347.5 349 10.6 

   5:44:37  034-49-10.7  136-56-14.8 349.6 350 10.7 

   5:44:45  034-49-12.2  136-56-14.5 352 348 10.6 

   5:44:47  034-49-12.5  136-56-14.4 348.2 349 10.5 

   5:44:58  034-49-13.4  136-56-14.0 333.5 355  0.6 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナ位置である。 

 


